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フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
鶴
見
緑
地

関
西
支
店　

林
田
梨
花

私
の
趣
味
は
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
写
真

を
撮
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
も
私
の
お
気

に
入
り
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
「
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
か
ら
約
三
十
分

の
場
所
に
位
置
し
ま
す
。
敷
地
面
積
が
甲
子

園
球
場
三
十
個
分
と
い
う
広
さ
を
持
ち
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
場
を
は
じ
め
、
屋
内
植
物
園
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
様
々
な
施

設
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
園
内

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
異
国
に
行
っ
た

気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
国
際
庭
園
、

目
だ
け
で
な
く
香
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
バ
ラ
園
、
そ
し
て
甲
子
園
一
・
三
個
分
の
広

さ
を
持
っ
た
大
芝
生
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
特
に
私
が
お
す
す
め
す
る
場
所
は
「
風

車
の
丘
」
で
す
。
日
常
で
は
滅
多
に
目
に
す

る
機
会
が
な
い
オ
ラ
ン
ダ
式
の
風
車
を
背
景

に
、
春
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
夏
は
ネ
モ
フ
ィ

ラ
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
、
冬
は
ス
イ
セ
ン
の
撮

影
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
場
所
で
も
季

節
ご
と
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
雰
囲
気
の
写

真
を
撮
影
で
き
る
こ
と
が
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
の

最
大
の
魅
力
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
各
地
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
色
々
訪
れ
、
よ
り
多
く
の
写
真
を

撮
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

施　主：

工事名：

施工会社：

商品名：

　紀伊半島の南端・和歌山県の沿岸

部は旧来、ほぼ唯一の道路交通とし

て国道４２号が通じていました。しか

し台風による越波や法面崩落などで

通行規制が敷かれる状況がしばしば

発生している他、今後予想される南

海トラフ地震では同道の半分以上の

区間で浸水の恐れがあるなど、防災

上の脆弱性が指摘されています。

　そこで同半島のネットワーク強化

のために進められているのが、現道

と並行して半島沿岸を抜ける自動車

道の整備で、「すさみ串本道路」もそ

の一環です。南海トラフ地震で予想

される津波高さを上回る２５ｍ以上の

標高に通す一方、地域の人々の一時

避難空間となることも想定に入れ比

較的沿岸部に近いルートがあえて設

定されています。そのためトンネル

延長を抑え、橋梁や盛土などによる

開放区間を可能な限り多めに取るよ

う考慮されています。

国土交通省紀南河川国道事務所

すさみ串本道路有田東地区改良工事

株式会社尾花組

トリグリッドＥＸ　　

パラリンク

　この道路の高盛土の下端部で採用

されたのが、岡三リビックが提供す

るジオテキスタイル「トリグリッド

ＥＸ」「パラリンク」を用いた補強盛

土です。高い強度と耐衝撃特性・耐

久性・摩擦特性に優れ、かつ容易な

施工性を有するトリグリッドＥＸとパ

ラリンクは、それぞれ安定性の高い

盛土を構築する商品として多くの実

績を重ねています。

潮岬

和歌山・すさみ串本道路

トリグリッドＥＸ

パラリンク

２,０５１ｍ２

９,９５３ｍ２
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収
容
所
が
産
ん
だ
年
輪

　

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
い
え
ば
誰
も
が
思
い

浮
か
べ
る
年
輪
型
の
お
菓
子
。
ド
イ
ツ
発
祥

で
、
「
木
の
ケ
ー
キ
」
と
い
う
意
味
だ
。

　

と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
で
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
は

意
外
に
一
般
的
で
は
な
い
と
い
う
。
製
法
が
厳

格
に
規
定
さ
れ
る
伝
統
菓
子
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
作
る
工
房
が
そ
う
多
く
な
く
、
ド
イ
ツ

大
使
館
職
員
で
す
ら
日
本
で
初
め
て
食
す
人

が
い
る
そ
う
だ
。
た
だ
し
日
本
の
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
は
本
場
物
よ
り
し
っ
と
り
系
で
、
こ
れ
は

日
本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た
た
め
ら
し
い
。

　

日
本
最
初
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
作
っ
た

の
は
、
ド
イ
ツ
領
中
国
・
青チ

ン
タ
オ島

の
喫
茶
店
で
働

い
て
い
た
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
。
不
幸
に
も

第
一
次
大
戦
で
日
独
が
敵
対
し
彼
は
捕
虜
と

し
て
日
本
本
土
の
収
容
所
に
移
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
人
か
ら
様
々
な
分

野
の
知
識
と
技
術
を
吸
収
し
た
か
っ
た
日
本

政
府
は
収
容
者
に
よ
る
工
芸
品
展
示
会
な
ど

を
わ
ざ
わ
ざ
企
画
。
ユ
ー
ハ
イ
ム
も
広
島
の
展

示
会
で
焼
き
上
げ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
が
評

判
を
呼
ん
で
、
後
に
神
戸
市
で
菓
子
店
を
開
く

自
信
を
付
け
た
。

　

日
本
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
が
好
ま
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
そ
の
年
輪

を
思
わ
せ
る
形
ゆ
え
だ
ろ
う
か
。
年
を
重
ね
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
か
ら
結
婚
式
な
ど
の
慶
事
の

引
出
物
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
ユ
ー
ハ
イ
ム
も

ま
さ
か
本
国
よ
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
菓
子
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
ろ
う
。

01_ グランドセルの展開

02_ グランドセルの設置

03_ グランドセルの連結

04_ 中詰材投入１

05_ 中詰材投入２

06_ 中詰材の締固め

07_ 盛土材の撒き出し

08_ 盛土材の締固め

09_ トリグリッドの固定・

　　連結用杭の設置・

　　GBアンカーキャップの設置

10_ トリグリッド上の

　　グランドセルの設置

11_ 番外編　地下排水溝の施工

12_ 番外編　横断管施工時の

　　　　　　壁面処理

13_ 番外編　分離材の敷設

14_ 番外編　壁面強化材

　「テラグリッド補強土工法」は、の

り面保護や基礎地盤の補強に使用さ

れる「グランドセル」と盛土補強ジ

オグリッド「トリグリッドＥＸ」の組

み合わせによる新しいタイプの補強

土壁工法です。

　従来の補強土壁工法に比べて、凍

上や塩害に対する耐久性が高く、壁

面近傍の転圧管理が容易で、任意の

のり面勾配に対応できる優れた工法

です。

　この度、「グランドセル」開発元の

東京インキ（株）との共同にてこの

グランドセルとトリグリッドの補強

材連結部の引張強度試験を改めて実

施し、連結部の部材形状や適用強度

規格の見直しの可能性を探りました。

その試験は土槽の中にテラグリッド

補強土壁の一部を実際の施工を模擬

して構築し、トリグリッドＥＸを引き

抜く際の荷重と変位を計測するもの。

連結部が破壊するまでを確認し、実

際の構造体での限界強度を検証しま

した。

　この試験の結果により、使用する

トリグリッドＥＸの適用強度規格の上

限を従来のＥＸ-８０タイプからＥＸ-

１００タイプまでへと拡大できること

が判明。これによって工法の経済性

の向上が見込まれるほか、従来より

も高い壁高構造での構築が可能とな

りました。

　また、連結構造についても新しい

アイディアで複数案が試行されまし

たが、現行の構造がやはり最も耐久

性・経済性・施工性のバランスに優

れていることが再確認され、部材構

成は変更なしとなっています。

　岡三リビックは、テラグリッド補

強土工法に限らず各工法の検証と信

頼性の向上、そしてより簡便な施工

に向けた利便性向上などに常に取り

組み、みなさまに安心して施工、供

用していただけるようそのブラッ

シュアップに努めています。

■ 工程ごとの参考施工動画を
　　ご覧頂けます。

標準断面図

（「 テラグリッド補強土工法 研究会」 の

YouTube 動画へのリンク）
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